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はじめに  

センター長 中 川 義 次  
 

本報告書は 2009 年 4 月から 2010 年 3 月までの惑星科学研究センター(Center for Planetary Science; CPS)
の活動を報告するものである。 
 
先の 21 世紀 COE プログラム「惑星系の起源と進化」の最終年度 2007 年 4 月に理学研究科に設置され

た本センターは本年 3 年目の年度を迎えた。初代センター長の向井正教授は 2009 年 3 月末日をもって

定年退職され、本年度から、G-COE プログラム「惑星科学国際教育研究拠点の構築」の拠点リーダを務

める私中川がセンター長、同サブリーダの林祥介教授が副センター長に就任した。7 月 1 日には理学研

究科に教授として着任された大槻圭史氏が本センターの研究員に加わった。また、G-COE 研究員であっ

た西澤誠也氏が 10 月 1 日に学長裁量助教に採用され、ひき続きセンターの CG 活動に参加している。

多数の方々に賛同頂き協力研究員の数は 30 名に達しようとしている。センターの人員配置・構成はこ

の 1 年大いに充実強化された。 
 
21 世紀 COE 時代に制定されたセンター設置要項は、G-COE 開始に伴い不適切箇所が生じたために改正

を行うことになった。センターでは G-COE 事業開始以来、学内外共同の事業に関してセンター外部の

方々からの助言を得る場として「共同利用委員会」なる委員会を自主的に設けていた。今回の改正に合

わせて、新しい設置要項(2010 年 4 月 1 日から施行)では、この委員会を「共同事業専門委員会」なる名

称で正式に定義し、共同事業に関して広く惑星科学界の助言を得る場とすることを謳うことになった。 
 
センター発足 3 年目の本年は、理学研究科による初めてのセンター見直しをうける年でもあった。その

ため、2007 年度から 2009 年度(上半期)に渡るセンター活動の実績と研究業績をまとめた「自己評価書」

を作成して予め理学研究科に提出し、2009 年 10 月 30 日、坂本博理学研究科長および両評議員、樋口康

成センター運営委員を評価委員として評価の会を開催し評価を受けた。その後 11 月 10 日、評価委員会

より「センターと連動する G-COE の最終年度である平成 24 年度までセンター設置期間を延長すること

が適切であると判断する」旨の評価結果を頂いた。延長された設置期間をセンターは一丸となって事業

を全うしたい、そしてさらに、その後の存続発展を期したいと考えている次第である。 
 
 
 
＜参考＞ 

平成 21 年 11 月 10 日 
理学研究科附属惑星科学研究センターの中間評価結果について 

 
１．はじめに 
 惑星科学研究センター（以下、センターという。）は平成 19 年 4 月に理学研究科附属のセンターと

して設置された。その目的（設置要項第 2 条、平成 21 年 5 月 22 日改正）は、下記のとおりである。 
「センターは、「自然科学系先端融合研究環重点研究チーム『惑星系の起源と進化研究』」(以下「重点

研究チーム」という。) の研究教育活動の延長上に、国内外の惑星科学研究者の研究教育活動を広く支

援し、惑星科学に関する知見の集積と人的交流の場を形成し、もって惑星科学に関する学術研究水準の

向上と世界に活躍する人材の育成を目指し、「グローバルCOE プログラム『惑星科学国際教育研究拠

点の構築』」(以下「G-COE プログラム」という。) の掲げる開かれた国際共同利用研究センターとし

て機能することを目的とする。」 
 
 上記の目的を達成するために、設置要項第 3 条においてセンターの事業としては下記の事項が掲げら

れている。 
（１）惑星科学にかかる研究に関すること 
（２）惑星科学にかかる人材育成に関すること 
（３）国内外の惑星科学研究者による研究教育活動の支援に関すること 
（４）惑星科学と社会とのかかわりに関すること 
（５）その他前条の目的を達成するために必要な事業 
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 また、センターの設置要項第11条において、その設置期間は平成19年4月1日から平成22年3月31日ま

でとし、平成21年度に見直しを行うこととなっている。これに基づいて、理学研究科に評価委員会を設

け、センターの自己評価書の提出を求めるとともに、平成21年10月30日に中間評価会を実施した。 
 
２．評価委員会の構成 

坂 本  博(理学研究科長、委員長) 
樋口 保成(理学研究科・教授) 
播磨 尚朝(理学研究科・副研究科長) 
瀬恒潤一郎(理学研究科・副研究科長) 

 
３．評価結果 
 センターは21世紀COE(平成15〜19年度)及びG-COE(平成20〜24年度)と連動しつつ、その設置目的を

達成するために活発な活動を行っている。特に、惑星科学分野の人材育成を目的として毎年実施されて

いるプラネッタリースクールは外国人講師や受講生も多く注目に値する活動である。センター構成員の

研究活動も活発であり、研究業績も十分である。センターの目標である惑星科学分野の人的交流の場の

形成については、G-COEにおける北海道大学との連携を基礎とした活動も実施されており、今後の国際

共同利用の場への発展が期待される。 
 
４．結論 
 評価委員会は、センターと連動するG-COEの最終年度である平成24年度までセンター設置期間を延長

することが適切であると判断する。 
以上 
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1 センターの構成 

 
1.1 スタッフ 
専任スタッフ(*)・北大専任スタッフ(**)・センター研究員・北大 G-COE 事業推進担当者(H) 
教授 准教授 助教 PD 
乙藤 洋一郎 
郡司 幸夫 
留岡 和重 
中川 義次 
林 祥介 
向井 正 
山中 大学 
大槻 圭史 
加藤 幾芳 H 
倉本 圭 H 
香内 晃 H 
藤本 正行 H 
山本 哲生 H 
渡部 重十 H 

相川 祐理 
伊藤 洋一 
岩山 隆寛 
木村 宏 
島 伸和 
中村 昭子 
竹内 拓** 
田中 秀和 H 
 

瀬戸 雄介 
高橋 芳幸 
春名 太一 
西澤 誠也 
杉山 耕一朗** 
 

木村 淳** 
鈴木 絢子* 
谷川 享行** 
山田 耕* 

 
 
1.2 協力研究員 
氏名 所属・身分 
藤本 正行 
石渡 正樹 
山本 哲生 
竹内 拓 
永原 裕子 
井田 茂 
中本 泰史 
松田 佳久 
渡邊 誠一郎 
荒川 政彦 
塩谷 雅人 
野村 英子 
芝井 広 
関谷 実 
観山 正見 
梅林 豊治 
和田 浩二 
千秋 博紀 
はしもと じょーじ 
松田 卓也 
向井 正 
佐藤 勝彦 
伊藤 孝士 
松井 孝典 
並木 則行 

北海道大学大学院理学研究院・教授 
北海道大学大学院理学研究院・准教授 
北海道大学低温科学研究所・教授 
北海道大学低温科学研究所・特任准教授 
東京大学大学院理学系研究科・教授 
東京工業大学大学院理工学研究科 ・教授 
東京工業大学大学院理工学研究科・准教授 
東京学芸大学教育学部・教授 
名古屋大学大学院環境学研究科・教授 
名古屋大学大学院環境学研究科・准教授 
京都大学生存圏研究所・教授 
京都大学大学院理学研究科・助教 
大阪大学大学院理学研究科・教授 
九州大学大学院理学研究院・教授 
国立天文台・台長 
山形大学理学部・教授 
千葉工業大学惑星探査研究センター・上席研究員 
千葉工業大学惑星探査研究センター・上席研究員 
岡山大学大学院自然科学研究科・准教授 
神戸大学・名誉教授 
神戸大学・名誉教授 
東京大学数物連携宇宙研究機構・特任教授 / 明星大学・客員教授 
国立天文台・助教 
千葉工業大学惑星探査研究センター・所長 
千葉工業大学惑星探査研究センター・副所長 
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1.3  センター 学振特別研究員・リサーチアシスタント 
  氏名 所属 CG 身分 指導教員 
石川 徹  神戸大学 将来構想 RA 鎌田 桂子 
大杉 幸督  神戸大学 教育研究 RA 中川 義次 
北場 育子  神戸大学 教育研究 RA 兵頭 政幸 
北村 有人  神戸大学 国際連携, 社会交流 RA 郡司 幸夫 
キム ウソク 神戸大学 教育研究 RA 宮田 隆夫 
佐々木 洋平 神戸大学 基盤 RA 林 祥介 
高橋 隼  神戸大学 社会交流 RA 伊藤 洋一 
高山 亜紀子 神戸大学 国際連携, 教育研究 RA 留岡 和重 
辰巳 信平  神戸大学 国際連携, 教育研究, 将来構想 RA 郡司 幸夫 
辻野 良輔  神戸大学 教育研究 RA 乙藤 洋一郎  
中村 友昭  神戸大学 教育研究, 社会交流 RA 郡司 幸夫 

西山 雄大  神戸大学 
国際連携 , 教育研究 , 将来構想 , 
社会交流 

RA 郡司 幸夫 

納多 哲史  神戸大学 基盤 RA 林 祥介 
本間 潮  神戸大学 基盤 RA 佐藤 博明 
前田 誠  神戸大学 国際連携 RA 留岡 和重 
町井 渚  神戸大学 国際連携, 教育研究 RA 中村 昭子 
村上 真也  神戸大学 基盤 RA 岩山 隆寛 
岩堀 智子  北海道大学 基盤 RA 倉本 圭 
大石 晋恵  北海道大学 国際連携 RA 徂徠 和夫 
大木 平  北海道大学 基盤, 将来構想 RA 羽部 朝男 
鶴巻 亮一  北海道大学 基盤 RA 橋元 明彦 
行方 大輔  北海道大学 基盤, 教育研究 RA 羽部 朝男 
福井 隆  北海道大学 基盤 RA 倉本 圭 
保坂 啓太  北海道大学 教育研究 RA 羽部 朝男 
松井 佳菜  北海道大学 教育研究, 国際連携 RA 徂徠 和夫 
元木 業人  北海道大学 基盤, 教育研究 RA 羽部 朝男 
山下 達也  北海道大学 教育研究, 基盤 RA 石渡 正樹 
渡邉 祥正  北海道大学 基盤, 教育研究 RA 徂徠 和夫 
 
 
1.4 事務スタッフ 
内海 貴美子，岡崎 美華，辻 知子，松本 華奈，小林千夏（以上，神戸大学） 
村上 美礼，植松 泰子，石田 千織（以上，北海道大学） 
 
 
1.5 人事異動 
内容 氏名 役職 異動月日 異動 元/先 機関・職 
昇任 西澤 誠也 助教 2009.10.1 神戸大学惑星科学研究センタ

ー・PD 
昇任 杉山 耕一朗 特任助教 2009.10.16 北海道大学大学院理学研究院・

研究員 
着任 大槻 圭史 教授 2009.7.1  コロラド大学大気宇宙物理研究

所・研究員 
転出 竹内 拓 特任准教授 2010.3.31 東京工業大学・研究員 
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1.6  組織 
センター長 中川義次 
副センター長 林 祥介 
基盤 CG 林 祥介（長），高橋 芳幸，西澤 誠也，杉山 耕一郎 
国際連携 CG 向井 正（長），大槻 圭史，木村 宏，谷川 享行，竹内 拓 
将来構想 CG 山本 哲生（長）  
社会連携 CG 中川 義次（長），山田 耕 
教育研究 CG 倉本 圭（長），岩山 隆寛，木村 宏，高橋 芳幸，木村 淳，鈴木絢子 
運営委員会 中川 義次（委員長），林 祥介，留岡 和重，樋口保成, 大槻 圭史 
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2 センターの活動 
 
教育研究拠点形成実績の概要 
本プログラムでは、神戸大学大学院理学研究科に設立された惑星科学研究センター(CPS)を実質化し、

企画運営・情報化・国際連携などへの対応力を持ち、国内外の惑星科学研究者やグループによる教育研

究活動のネットワーク化を支援するコーディネーションセンターとして確立することを目的とする。コ

ーディネーションセンターとしての CPS は、惑星科学コミュニティーにおける人材育成や研究活動の

触媒となり、惑星科学の様々な領域から人々が集い知見情報が集積される場を形成し、惑星科学の広が

りを総合的に捉えるための基盤として機能する。本プログラムではこのような場を形成することを介し

て惑星系の起源・進化・多様性を統合し普遍化した汎惑星系モデルの構築を目指す。 
 
上記目的を達成するために本プログラムでは以下のような事業を計画した。 
 
開かれた運営体制の確立：惑星科学コミュニティーに開かれた CPS の運営体制ならびに CPS の事業を

ささえる業務支援体制の確立を行う。 
 
コーディネーション機能の形成：惑星科学コミュニティーにおける様々な教育研究活動のネットワーク

化を多面的に支援する 5 つのコーディネーショングループ(CG)、すなわち、教育研究 CG、基盤 CG、

国際連携 CG、社会交流 CG、将来構想 CG を創設する。 
 
多様な人材教育：これらの CG の支援とそれを介しての惑星科学コミュニティーによる協力により、ス

クールプログラム、実習プログラム、エクスチェンジプログラムからなる教育事業を展開し、惑星科学

の知見情報を集積提供し発展させる場を形成する。若手研究者・院生は CG の形成・運営に参画するこ

とによって、研究能力のみならず惑星科学の展開に必要とされる企画力、組織力、運営力、基盤構築力

などを備えた人材として育成される。 
 
汎惑星系モデルの構築に向けた研究の推進：我々は「惑星および惑星系の起源・進化・多様性の整合的

全体像」あるいはその把握の仕方の提案を「汎惑星系モデル」と定義している。当然、「汎惑星系モデ

ル」と称されるべき成文的記述をただちに得ることが本事業での目的ではない。CPS が提供するスクー

ル、研究会、実習等の教育研究プログラムの実行を介して、惑星系の起源・進化・多様性の全体を俯瞰

する活動を促進し、最先端の知見の集積とその総合化に努めるのが目的である。同時に、我々もまた個々

の活動を担う一員としてそこに提供されるべき質の良い知見を生み出していく。 
本年度の達成状況は以下のようにまとめられる。 
 
「惑星科学研究センター共同事業専門委員会」の設置：惑星科学コミュニティーの共同利用センターと

して CPS を実質的に機能させるために昨年度設立した「惑星科学研究センター共同利用委員会」を、

神戸大学の組織内において正式に位置づけるため、センター設置要項を改定し、同委員会を再定義した。

結果として平成 22 年 4 月に「惑星科学研究センター共同事業専門委員会」が CPS に設置されることと

なった。 
 
評価の実施：平成 21 年 10 月に理学研究科による CPS の評価を受けた。結果、本事業期間中の CPS の

設置継続が認められた。また平成 22 年 1 月に開催した国際プラネタリスクールに招聘した講師陣によ

る助言や評価を受けた。加えて、惑星科学研究センター共同事業専門委員会の外部委員からは常時、助

言、評価を得ている。 
 
各種 CG 活動の本格展開： 5 つの CG がその活動の本格的展開を開始した。以下特筆すべき活動をあげ

る。各 CG 活動の詳細は後述。 
 
基盤整備：支援体制の人的配置と基盤 CG による会議システムの導入・講義撮影システムの導入と改善・

ネットワークサーバシステムの開発と活用を開始した。CPS として必要となる機動的な活動を支援する

ネットワークサーバーソフト環境の構築を進めつつある。 
 
教育実習プログラムの展開：教育研究 CG の活動の一環として、今年度は国際プラネタリスクール”
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Planetary Atmospheres －Sisters, relatives and ancestors of our own－”を平成 22 年 1 月に神戸に

おいて開催した。各種スクールプログラム・実習プログラムを実施した(詳細は後述)。 
 
国際連携プログラムの展開：海外の研究教育機関との人材交流を通じて惑星科学の中・長期的展望にた

った活動への支援をより充実させるべく、国際連携 CG は 3 つのプログラムを実施し計 10 件の企画を

支援した。 
なお、これらの CPS の活動に関してはホームページ http://www.cps-jp.org/に詳述している。 
 
 
教育研究拠点形成に係る具体的な成果 
【拠点形成へ向けての成果】 
本事業に関連して、世界的な教育研究拠点形成に向けて、今年度は以下のような改善・整備等がなされ

た。 
研究拠点体制の整備 
神戸大学理学研究科惑星科学研究センター設置要項を改正し、昨年度設立した「惑星科学研究センター

共同利用委員会」を「惑星科学研究センター共同事業専門委員会」として再定義し、神戸大学の制度上

に正式に位置づけた。当該委員会は、惑星科学コミュニティーに開かれた運営体制をＣＰＳに実現し、

コミュニティーの共同利用センターとしてＣＰＳを実質的に機能させるために存在する。共同事業専門

委員会メールリストならびにネット会議システムの活用により、全国に分散する委員メンバーによる実

質的かつ常時的な諮問活動および評価活動を担保している。PD ならびに特命(特任)教員の人事はこの共

同事業専門委員会の下に人事委員会を組織して行っている。 
 さらに昨年度に引き続き、関連分野の指導的な立場にある委員や識者との懇談会を開催し、CPS の理

念や活動の理解を図ることを通じて、当該コミュニティーへの普及の方策を検討するとともに、関連分

野での同種の理念を持った活動に関する情報の提供と、今後の CPS の活動の展開ならびに CPS の恒久

化へむけての助言と提言をいただいた。CPS の具体的なコーディネーション活動を担うべく創設した教

育研究 CG、基盤 CG、国際連携 CG、社会交流 CG、将来構想 CG の今年度の活動に関しては以下で詳

述する。CPS のような組織の在り方を研究すること、それに必要となる情報基盤や事務支援基盤を検討

しあるいは研究すること、そしてそれが行える人材を育成することも本事業の重要な目的であり、各Ｃ

Ｇの活動としてこれを実行しつつある。 
 
教育研究環境 
教育研究 CG を中心に、スクールプログラムの整備、実習プログラムの整備を行い、実際にプログラム

を運営することによって、運営支援体制の構築を進めた。教育研究 CG の項に詳述する。 
 
人材確保 
CPS の活動を指揮する教員として、今年度は神戸大から学長裁量ポストして新たに特命(特任)助教１の

提供を受け、PD１名を昇進させた。また、昨年度に雇用した北大の特命(特任)准教授１は東京工業大学

に転出した。平成 22 年度予算に余裕がないため補充は見合わせ、北大 PD の 1 名を特命(特任)助教に昇

格させた。その結果、現在の PD 数は、神戸大２名、北大２名となっている。 
 
人材育成 
今年度も RA を公募し、神戸大 12 名、北大 10 名を採用した。RA は日常の個々の研究活動に加えて、

CG 活動に参加することにより教育研究基盤の構築や惑星科学を展開する上での多様な専門性への導入

を実地訓練(OJT)として行っている。 
 
国際化等の改善・整備状況 
昨年に引き続き国際プラネタリスクールを開催した。今年度は惑星大気をテーマにとり、”Planetary 
Atmospheres ? Sisters, relatives and ancestors of our own”を平成 22 年 1 月に神戸において開催した。

講義資料および講義のビデオアーカイブをウェブ上で公開した。海外の教育研究期間への院生の派遣、

CPS への海外の研究者の招聘を展開しつつある。さらに海外の教育研究機関との人材交流を推進するエ

クスチェンジプログラムを今年度は計 6 件実行した。加えて、滞在型海外研究者招聘プログラム、およ

び短期招聘プログラムを推進した。この際、招聘者も参加する国際研究集会をあわせて開催した。詳細

は後述の「国際連携 CG」の項を参照。 
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2.1 活動状況 
2.1.1 基盤 CG 
基盤 CG では, CPS の全ての活動の支援および活動成果の蓄積・公開のための情報基盤整備を行う。

以下に、平成 21 年度に行った基盤 CG の各事業について概略を述べる。 
 
1. CPS サーバ(http://www.cps-jp.org/)の運用 
平成 20 年度に導入した CPS 基盤サーバのサーバソフトウエア群の開発を継続して行い、平成 21 年度

より CPS 基盤サーバを本グローバル COE プログラムの拠点形成および運営活動をサポートするも

のとして運用を開始した。CPS 基盤サーバは、情報発信の為のホームページ、情報共有の為の Wiki
ページ、情報交換の為のメーリングリスト、プログラムやドキュメント等の管理の為のバージョン管理

システム、会議・セミナー・研究会・スクール開催の支援システム、等を提供する。サーバ機器は、北

海道大学に２台、神戸大学に１台を導入した。北海道大学の１台をマスターサーバ、のこりの 2 台をバ

ックアップサーバならびに開発サーバとし、非常時にも対応できる体制とすることを目指した。しかし、

運用開始後、基盤サーバのハードウェアと OS に予期されていなかった障害が発生し、運用体制の再考

察とハードウェア・ソフトウェアの再設計が余儀なくされた。現在は応急システムを構築し、日常運用

に支障のないようにしているが、本格的な展開を可能とする安定運用のためのシステム設計およびその

設計に基づく修正は、もともと計画されていた、本事業期間全般にわたる基盤サーバ環境の開発計画

(CPS のような共同利用センターが必要とする情報基盤の考察)に組み込み、次年度に行う。 
 
2. セミナー・研究会・スクールにおける講演撮影システムの構築 
各種セミナー・研究会・スクールの講演内容を収録し、その講演資料・映像・音声コンテンツをインタ

ーネットを通して公開するために、平成 20 年度に導入した講演撮影システム p4web に基づく撮影シス

テムの構築を行った。このシステムにより、講演者の様子と講演資料を同時に収録することが可能とな

った。これらコンテンツを公開することで、セミナー・研究会・スクールの開催後に参加者が自由に復

習することができ、かつ参加していない人でも時間と場所を選ばずに内容を視聴することが可能となる。

しかしながら、現状のシステムでは収録には過大な労力が必要となってしまうことが問題点として残さ

れた。そこで、平成 22 年度以降は、他研究所(ニュートン研究所等)のシステムの長所を取り入れるな

どにより、より効率的に、より利用価値の高いコンテンツが作成できるシステムを設計・構築し、より

多くのセミナー等の収録を可能にする予定である。 
3. 教育計算機環境を用いた情報リテラシー教育 
平成 20 年度に導入した、教育用パーソナルコンピュータ群およびストレージサーバを活用した大学院

生向けの情報リテラシー教育を推進した。またストレージサーバは、数値モデルの開発・数値実験の実

行・データ解析などの研究面における使用に加え、上記項目 1 で記述した CPS 基盤サーバの障害の問

題解明作業にも活用された。これによりサーバ管理技術の実地教育も施されることにもなった。平成 22
年度以降も、今後の CPS サーバの維持と発展のために必要とされる、高水準の情報技術レベルを有す

る人材育成を目指して、情報リテラシー教育を継続する予定である。 
 
2.1.2 国際連携 CG 
国際連携 CG では、海外の研究教育機関との人材交流を通じて惑星科学の中・長期的展望にたった活動

への支援をより充実させるべく、本 CG が進める 3 つのプログラムに沿って計 10 件の企画を支援する

ことで、CPS と国際研究拠点間ネットワークを強化した。以下に各プログラムの活動をまとめる。 
 
1. エクスチェンジプログラム 
6 件の企画を支援し、個々の研究交流を通じて CPS と海外研究機関との連携を強化した。フリードリ

ッヒ・シラー大(Friedrich-Schiller-University, ドイツ・イエナ)から院生が 3 ヶ月、フランス・ミディ

ピレネー天文台から院生が 1 ヶ月、ハーバード大学から研究者と院生が 1 週間、それぞれ主に CPS へ

滞在し、また南アフリカへ神戸大院生を半年間、台湾国立中央大学へ CPS 研究者を 6 週間派遣した。

また、ウッズホール海洋研究所(Woods Hole Oceanographic Institution, WHOI)の夏の GFD プログラ

ム(10 週間)へ１名の大学院生を、全国公募・WHOI 選考委員会による選考の上、派遣した。 
 
2. 滞在型海外研究者招聘プログラム 
2 件の企画を支援し、CPS を国際研究ネットワークのハブとしての機能強化を進めた。オランダ・香港

から 1 ヶ月前後招聘・滞在した 2 名の研究者と国内関連研究者が集中的に原始惑星系円盤中の磁気回転
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不安定性について議論を行うとともに、滞在期間中に研究会を開催した。また、ドイツから研究者を 1
ヶ月招聘し、ユーロプラネットに関する情報提供を受けるとともに、宇宙塵その場観測装置開発に関す

る技術交換、水戸の重照射研究設備(HIT)で微粒子加速実験への参加、CPS 宇宙塵研究会への参加などを

行った。 
 
3. 短期招聘派遣プログラム 
2 件の企画を支援し、CPS 研究者の海外での活動を支援した。アジア太平洋天文学キャンプ(Asia-Pacific 
Astronomy Camp)の講師として CPS の研究者を 1 人派遣した。アジアオセアニア地球科学会議(AOGS, 
Asia Oceania Geosciences Society)2009 で招待講演となった神戸大院生を派遣した。 
 
2.1.3 将来構想 CG 
国内の惑星科学およびその関連分野の有識者との懇談会を行い、CPS の理念と活動を紹介し、助言を得

る機会を数回にわたって継続してきた。また国際的には、CPS と同様な理念のもとに活動している

ISSI(International Space Science Institute、ベルン)とニュートン研究所(I. Newton Institute for Mathematical 
Sciences、ケンブリッジ)を訪問し、両研究所所長を始め、研究所スタッフに CPS の理念と活動を紹介し、

CPS の今後の展開についての議論を通じて評価と助言を得た。また、個別的な知見集積を試みている例

として、ワシントン大学のＧＦＤ研究室(the Geophysical Fluid Dynamics Laboratory of the University of 
Washington、シアトル)を訪問し、主として地球流体力学を対象に、流体実験に関する知見集積とその公

開、教育研究環境の維持などについて意見交換を行った。 
 
2.1.4  社会交流 CG 
社会交流ＣＧでは、将来構想ＣＧの活動と連携し、ＣＰＳの理念を広く科学コミュニティーに訴え、そ

の必要を社会に問うていくべく、さまざまな交流活動を行うことを目指している。同時に若手研究者の

多様なキャリアパスを開拓するべく人脈の形成をもくろんでいる。本年度は企業や他機関への広報を念

頭においた基本資料(パンフレット等)の整備を進め、企業人との交流を実施した。また、一般向けの広

報活動や科学技術コミュニケーションのノウハウの紹介にも協力した。 
 
1. .企業の人との交流会 
CPS と企業との連携の可能性に関する意見交換を行った。 
 
2. 般向け広報活動への協力と科学コミュニケーション技術の紹介 
神戸大学サイエンスカフェ、神戸市火星パネル展示会(DLR、ドイツ航空宇宙センター提供)などの一般

向けの広報活動に参画するとともに、科学技術コミュニケーションに関するセミナーと勉強会(早稲田大

学政治学研究科との共催)も実施した。また、科学文章の書き方に関する実習を実施した。 
 
3. キャリアパス紹介 
理学系の専門的訓練を受けた後社会の様々な分野で活躍する人々の例として、今年度はマスメディアの

方によるセミナーを実施し、狭い意味での学術領域に閉じないキャリアパスの可能性を紹介した。 
 
2.1.5 教育研究ＣＧ 
大型国際スクールプログラムであるプラネタリスクールをはじめ、様々な実験実習やスクールを 10 件

開催した。また国内外研究者との研究会・セミナー企画を公募し、それらを調整のうえ 9 件の企画につ

いて主催あるいは支援を行い、個々の研究活動を活性化する環境の提供と汎惑星系モデルへの知見情報

のアーカイブを進めた。それぞれの会の内容や実績については別資料に示す。以下に全体についてまと

める。 
 
1. 惑星科学の広範な対象をカバー 
惑星科学は、天文学、地球科学、生命科学と接する総合学問分野である。そこで、惑星としての地球、

惑星形成環境としての宇宙大構造、生命科学なども含め、狭い意味の惑星科学に限定せずに幅広く先端

的対象をカバーし、汎惑星系形成論の確立に向けた研究の促進を図った。 
 
2. 手法トレーニングによる人材育成 
惑星科学の次代の発展に必要な手法を身につけた人材養成を図るために、現在の惑星科学分野において

人材が手薄となっている探査、実験、観測、数値実験についての実習プログラムを実施・支援し、全国
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から多数の院生・若手研究者の参加を得た。また実習だけでなく、研究会、スクールの企画運営につい

て、若手研究者や大学院生が主体的に参加し、企画力と運営力の養成を図った。 
 
3. アーカイブ 
教育研究環境の整備の一環として、基盤ＣＧが整備を進めている収録・公開システムを用いて、すべて

のスクール企画 5 件について講義をマルチメディアコンテンツとして収録し、これらをオンデマンド教

材として整備してインターネット上に公開した。 
 
4. 国際的スクール活動 
国際的に活躍できる人材養成を図るために、外国人講師陣による大型・中型のスクールをそれぞれ１件

ずつ主催・後援した。またそれらの講義録をインターネット上に公開することにより、わが国からだけ

でなく世界中から惑星科学を学習できる環境の構築に供した。 

 
2.2 開催集会 

年月日 行事内容 行事種類 
運営 

形態 

2009.05.27,  惑星大気研究会、茨城県つくば国際会議場、参加者数 36 名 研究会 後援 

2009.07.26-29 惑星科学フロンティアセミナー、北海道ホテルニセコいこい

の村、参加者数 35 名 
スクール 後援 

2009.08.27 惑星気象データアーカイブ研究会、神戸大学、参加者数 6 名 研究会 後援 

2009.09.05-08 GFD セミナー、北海道ホテルニセコいこいの村、参加者数 41
名 

スクール 後援 

2009.09.10-12 原始星・原始惑星系円盤研究の現状と将来、京都大学、参加

者数 53 名 
研究会 後援 

2009.09.13-15, 
03.24-26,  

第 2 回，第 3 回惑星探査データ解析実習会、東京大学、参加

者数 42 名 
実習 後援 

2009.10.07-09 第 4 回天体視線速度精密測定による太陽系外惑星の探索ワー

クショップ、北海道定山渓ビューホテル、参加者数 29 名 
研究会 後援 

2009.10.08-10 第 27 回 GrainFormationWorkshop/平成 21 年度「銀河のダスト」

研究会、大阪産業大学梅田サテライト教室、参加者数 56 名 
研究会 後援 

2009.10.16-17 第 2 回 CPS 月惑星探査研究会、神戸大学工学部、参加者数 54
名 

研究会 主催 

2009.11.03-06 ワークショップ「地球惑星科学における流体力学」(FDEPS)、 
関西セミナーハウス、参加者数 37 名 

スクール 主催 

2009.11.09-10 「木星・巨大惑星系の起源と衛星」サイエンスワークショッ

プ、北海道大学、参加者数 33 名 
研究会 主催 

2009.11.20 ミリ・サブミリ波帯の惑星大気観測に関するワークショップ、 

国立天文台、参加者数 34 名 
研究会 後援 

2009.12.08-09 NCU-CPSJapan-TaiwanPlanetaryScienceWorkshop2009、Taiwan 
NationalCentralUniversity、参加者数 44 名 

研究会 後援 

2009.12.09-11, 
12.16-18，
01.27-29，02.26  

第 2 回 CPS 衝突実験実習、東京大学,宇宙航空研究開発機構宇

宙科学研究所,名古屋大学,神戸大学、参加者数 25 名 
実習 共催 

2009.12.16-18 天体観測実習、神戸大学、参加者数 11 名 実習 主催 
2010.01.04-09 国際プラネタリスクール、神戸市シーパル須磨、参加者数 70

名 
スクール 主催 

2010.02.19-21 「金星探査機あかつきの科学」於 ホテル箱根アカデミー 
 

研究会 後援 

2010.02.22-24 第 10 回森羅万象学校、北海道休暇村支笏湖、参加者数 23 名 スクール 後援 
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2010.02.22-26 第 2 回 CPS 実験基礎実習、神戸大学、参加者数 27 名 実習 主催 
2010.03.08-09 地球流体データ解析・数値計算実習(dcmodel/davis チュートリ

アル、神戸大学、参加者数 73 名 
実習 主催 

 
2.3 セミナー 

年月日 講演者 所属 セミナータイトル 
2009.05.07 木村 淳  北大 月周回衛星「かぐや」の動かし方 ～打ち上げ

から月到達，観測運用まで～ 
2009.06.01 Anders Johansen  ライデン天文台 磁気回転不安定性と降着円盤の乱流 

2009.06.11 加藤 真理子  東工大 原始惑星系円盤における磁気回転不安定性と

ダスト集積 
2009.06.16 中島 映至  東大 人為起源要因による気候変動とその周辺 
2009.06.30 伊藤 真之  神戸大 「市民の科学」プロジェクトと神戸大学サイエ

ンスショップ 
2009.07.08 中村 良介  産総研 南極＝エイトケン盆地では、月のマントルが掘

り起こされているか？ 
2009.07.09 千秋 博紀  千葉工大 惑星探査

研究センター 
固体惑星の熱進化に関する研究あれこれ 

2009.07.23 谷川 享行  北大 ILTS 衛星系の形成：周惑星ガス円盤への固体物質供

給 
2009.08.03 佐藤 毅彦  ISAS/JAXA 雲の下を「透視」する金星探査：Venus Express

と PLANET-C 
2009.09.01 阪本 成一  宇宙航空研究開発機

構 
JAXA の広報普及活動 

2009.09.01 中村 理  早大 科学コミュニケーションとジャーナリズム 
2009.09.10 Sebastian Müller イエナ大 Debris Disks and Their Dust 
2009.10.15 玉内 朱美  イエナ大 Morphological Effects of Dust Grains on Mid-IR 

Extinction Spectra 

2009.10.19 小林 浩  イエナ大 破壊を考慮した惑星形成 
2009.10.22 山本 博基  京大 Report on the GFD 2009 at Woods Hole,principle 

lectures: Nonlinear wave,project: Laboratory 
Experiments on Two Coalescing Axisymmetric 
Turbulent Plumes in a Rotating Fluid 

2009.12.02 福原 哲哉  北大 あかつき（PLANET-C）搭載中間赤外カメラ

（LIR）の紹介 
2009.12.03 柳澤 孝寿  海洋研究開発機構 液体金属の流れを可視化する -地球の外核で

の対流のシミュレーション- 
2009.12.07 桶田 敦  TBS テレビ報道局ニ

ュースセンター 
科学と報道の自分史ー自然科学と社会科学の

統一ー 

2009.12.08 David Baratoux  ミディピレネー天文

台 
Impact Cratering and the Formation of Shatter 
Cones - The Enigma Remains 

2009.12.10 Te'odolina Lopez  ミディピレネー天文

台 
Thermal Anomalies in Central Elysium Planitia 
and Arsia Mons. Evidence and Implications of 
Aerothermal System 

2009.12.15 はしもとじょー

じ  
岡山大 VEX-VMC のデータ解析：金星のアルベド～惑

星アルベドから気候変動を探る～ 
2009.12.15 片坐 宏一  ISAS/JAXA 惑星系形成円盤の中間赤外線観測 

2009.12.21 佐藤 毅彦  ISAS/JAXA 金星探査機「あかつき」搭載 2μｍ赤外線カメ

ラ IR2 の開発 
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2010.1.12-1
3 

Sarah T. 
Stewart-Mukhop
adhyay  

ハーバード大 Open questions about the formation of the largest 
impact craters (ほか２題)  

2010.01.15 井上茂樹  東北大学 D2 もうひとつの dynamical friction 

2010.01.25 栗原純一  北大 極域下部熱圏で発生する巨大鉛直風 
2010.01.28 中川貴司  チューリッヒ工科大 初期地球の影響を考慮した地球コアの熱史 
2010.03.12 Ralf Srama  マックスプランク研

究所核物理学部門 
Cassini at Saturn: Moons, Rings and Dust 

 
2.4 2009 年度国際プラネタリスクール 
テーマ："Planetary Atmospheres - Sisters, relatives and ancestors of our own –" 
日程：20010 年 1 月 4 日-9 日 
場所：シーパル須磨 (神戸市) 
参加者：計 54 人（国内所属 33、海外所属 21） 

参加国別人数：日本 33, イギリス 4, 中国 3, フランス 2, インドネシア 2, ドイツ, アメリカ, コ
ンゴ，アイスランド，イタリア，ナイジェリア，ポルトガル，ウクライナ 各 1） 

講師と講義タイトル： 
 Dimitri Titov(Max Planck Institute for Solar System Research),"Past, present and future of the Venus 

exploration " 
 Francois Forget(LMD),"Martian Climate: from the Past to the Present " 
 Kevin Zahnle(NASA),"Origin and Evolution of Planetary Atmospheres " 
 Peter L Read(University of Oxford),"Climate and atmospheric circulation of the Mars " 
 Tapio Schneider(Caltech),"Principles of planetary circulations, from Earth to Neptune " 
 Kensuke Nakajima(Faculty of Sciences , Kyushu University),"Structure of Moist Convection in Planetary 

Atmosphere" 
 Yutaka Abe(Earth and Planetary System Group, Department of Earth and Planetary Science, Graduate 

School of Science,The University of Tokyo),"How to make a Habitable Planet " 
 Yoshihisa Matsuda(Tokyo Gakugei University),"Dynamics of the super-rotation of Venus atmosphere " 
 Takeshi Imamura(Institute of Space and Astronautical Science Japan Aerospace Exploration  

Agency),"Planned Observation by Venus Climate Orbiter" 
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3 研究活動と成果 
 
3.1  概要 

 原始星から噴出するジェット 

英国赤外線望遠鏡やNASA IRTF望遠鏡を用いて、おうし座分子雲の原始星を赤外線で分光観測した。電

波観測によって、これらの天体からは分子流が出ていることが既にわかっている。観測の結果、多くの原始

星から水素分子輝線を検出した。一方で、古典的Tタウリ型星で頻繁に検出される鉄の禁制線は、ほとんど

の天体から検出できなかった。このことから、分子流の駆動源は高速で低密度のジェットではなく、低速で

比較的高密度のアウトフローであることが判明した。 

 連星系に付随する周連星系円盤の探査 

すばる望遠鏡のステラーコロナグラフを用いて、おうし座分子雲に属する若い連星系を観測した。その結果

FS Tauに複雑な形状をした星周構造を発見した。今までの探査観測から、周連星系円盤が近赤外線で検

出できる天体は、中間赤外域の連続光の強度が長波長に向かい増大する天体であることが明らかとなった。

この観測結果を理解するための理論構築が今後必要である。 

 宇宙黎明期の恒星の研究と宇宙開闢史の解明 

宇宙初期の超金属欠乏星について、低・中質量星のヘリウム核燃焼段階で発生するヘリウム・フラッシュの

対流層への水素混合とそれに伴う中性子捕獲反応による核種合成を系統的に調べた。あわせて、階層的

構造形成理論に基づくmergingtree の計算コードを開発、超金属欠乏星から求めた特性を適用して、銀河

系ハローの恒星の誕生と化学進化を調べ、銀河系形成の新たなモデルを提唱した。また、観測面では、一

昨年公開した金属欠乏星データベースを整備するとともに、宇宙の初代星や宇宙黎明期の恒星探査ため

のすばる望遠鏡の集約プロジェクト（PI国立天文台青木和光助教）を推進した。 

 原始惑星系円盤内縁部においてガス降着が及ぼす化学構造への影響 

ダストの氷マントル蒸発に伴って引き起こされる気相化学反応で生成されるメタノール分子に注目し、その

存在度や輝線放射・プロフに及ぼすガス降着の影響を明らかにした。そして、メタノールはALMA観測にお

いて円盤内縁部領域のガス降着を調べるのによい指標となることを示した。 

 衝突破壊を考慮した原始惑星系円盤におけるダスト進化 

原始惑星系円盤におけるダストの成長と輸送に、ダストの衝突破壊過程が及ぼす影響を調べた。その結果、

コンドリュールの典型的サイズが前駆体ダストの衝突破壊により自然に説明されることを示した。また、円盤

内のダスト分布について、円盤外縁部では天文観測と調和的な中心からの距離依存性の緩やかな分布と

なる一方、内側領域では太陽系や系外惑星系の惑星質量分布から示唆される、より急峻な依存性をもつ

分布となることが分かった。 

 破壊を考慮した、原始惑星系円盤のダスト層の構造 

原始惑星系円盤の赤道面に形成されるダスト層の構造を、ダストの沈殿・合体・破壊を考慮して求めた。ダ

ストがcmサイズに成長し破壊が始まると、ダストのそれ以上の成長は阻害されること、衝突破壊でできたμｍ

サイズのダストが、赤道面に集中した構造をとること、を明らかにした。また、ダストの破壊モデルによって、

最終的なダストサイズ分布がどのように依存するかを調べ、カタストロフィック破壊が始まるエネルギーには、

ほとんどよらないが、破片の最大サイズ、破片分布のべきを変えると、ダストサイズ分布は変わることが分か

った。 

 原始惑星系円盤における固体成分の再配置 

数値計算コードを用いて円盤内の固体成分分布の進化をシミュレートした。原始惑星系円盤の天文観測、

始原的隕石の酸素同位体組成の進化、現在の太陽系惑星の質量配置と整合的な固体成分の面密度分布
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は、円盤形成の開始からおよそ百万年～２百万年後に得られることが分かった。これは今後進展の期待さ

れる、より空間分解能の高い原始惑星系円盤の天文観測に理論予測を与えるものである。 

 低質量YSO周囲の星間氷組成 

赤外線衛星AKARIで観測したedge-on YSO(Young Stellar Object)のスペクトルを解析した。H2O,CO,CO2

バンドについては、国際会議集録論文にまとめた。より弱い吸収バンドである13CO2, OCN-, OCSおよび

CO gasの吸収バンドも同定し、柱密度を評価した。OCN-は従来の観測でも例があるが、本研究で得られ

たスペクトルは従来よりもかなり強く、YSO周囲での紫外線による反応が大きく寄与していると考えられる。

OCSのバンドは、観測波長域の端近くなので慎重に議論必要があるが、今までに観測されていないバンド

であり、本研究が初検出の可能性がある。これらの結果はH2Oなどの解析とともに、現在、学術論文にまと

めている。 

 ダスト合体成長による微惑星形成 

サブミクロン氷粒子からなるダストアグリゲイトは数10m/s の高速衝突でも成長可能であることが我々の研究

成果で示されたことにより、微惑星形成のダスト直接合体成長説は有力なものとなった。そのため、ダスト直

接合体成長による微惑星形成モデルの再検討を行った。原始惑星系円盤において中心星から10AU以上

離れた領域では、ダストの急速な落下のため微惑星はつくられない。それに対し、木星軌道以内では落下

よりも成長が卓越し微惑星が形成される。これらの結果から、大量のダストが外側領域から落下し内側領域

で微惑星になるため、原始惑星系円盤内の固体成分は木星軌道以内で桁で増加することが明かになった。

従来の惑星形成の標準モデルではガス成分と固体成分の質量比は宇宙存在度のまま一定と仮定されてい

たが、本研究で示された固体成分の大幅な増加は微惑星形成後の惑星形成過程の描像を大きく変更する

可能性がある。 

 原始惑星系円盤ダストの合体成長に対するダスト帯電の効果 

原始惑星系円盤は宇宙線などによって弱電離状態にあり、ダストも電荷を持つことが知られている。本研究

では原始惑星系円盤ダストの合体成長に対するダスト帯電の効果を調べた。原始惑星系円盤ではダストは

負の電荷をもつため、ダスト同士の静電反発効果により合体成長は著しく阻害される。この阻害効果は原始

惑星系円盤の数十AU以内の領域でダスト成長初期に重要とであることを示した。一方、１００AU以遠である

程度成長したダストが内側に移動した場合には静電反発効果は効かない。このため、ダスト帯電効果は「円

盤外側領域から大量のダストが内側に移動し惑星の固体材料物質となる」というシナリオを補強するものと

なっている。 

 タイプI惑星移動と円盤構造との関係 

原始惑星系円盤中にある惑星の軌道角運動量は、円盤ガスとの重力相互作用によって、一般的に惑星の

軌道角運動量が失われると考えられている。この過程はタイプI惑星落下問題として知られており、惑星系

形成に対して重要な問題となっている。しかし、今までこの問題を扱った多くの研究は、等温の状態方程式

を使っていた。最近、断熱円盤と惑星の間の重力相互作用が調べられ、惑星付近におけるエントロピー分

布の非対称性により惑星へのトルクのかかり方が変わることがわかってきた。本研究ではより現実的な円盤

構造を考え、エントロピーの非対称性の効果の他に輻射輸送によるタイプI惑星落下への影響について調

べた。我々の結果によると、惑星の落下速度が遅くなることが示唆された。 

 分子雲での炭素同位体分別 

電波観測では分子雲の高密度領域を観測する際に13Cなどの同位体を含む分子をよく用いる。星間空間

において炭素の元素同位体存在比12C/13Cは約60である。しかし炭素を含む分子の同位体存在比

12CX/13CXは60からずれることがある。これを同位体分別という。さらに最近C13CH/13CCHなどの異性体

の存在比が1より高いことも観測的に分かってきた。そこで炭素同位体を含む同位体分子や異性体を含む

反応ネットワークを構築し、同位体と異性体の時間進化および分別過程を理論的に調べた。その結果、分
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子雲程度の低温(10K)領域ではCO以外の分子では12CX/13CXが60よりも高くなることを示した。また水素

原子を介した交換反応を考慮すると、観測されているC13CH/13CCH, C13CS/13CCSの異性体比を説明

できることが分かった。 

 星形成コアにおける重水素分別 

星間空間において水素の元素同位体存在比D/Hは10-5である。しかし分子の同位体存在比(XD/XH)は

10K程度の低温下では交換反応によって10-2程度にまで高まることが観測的にも理論的にも知られている。

これを重水素濃縮といい、低温なコアの進化段階を探る観測的指標にもなっている。本研究では、低温な

星なしコアにおいて重水素濃縮が進行したのち、星形成にともなう加熱によって濃縮度が下がっていく過程

を数値計算によって求めた。 

 原始惑星系円盤における暴走的低温結晶化の理論の実証実験のモデリング 

宇宙ダストの暴走的低温結晶化の理論の実証実験のモデリングを完成した．最近，著者らが提唱した，従

来のアニーリングによる結晶化の常識を覆す室温程度で起こる新しい結晶化メカニズムの墻内らによる実

証実験をモデル化し，暴走的低温結晶化の物理的描像を明らかにした． 

 原始惑星系円盤における微惑星衝撃波による粒子形成 

東北大，東工大グループと共同で，原始惑星系円盤における衝撃波による隕石や惑星間塵中の微小結晶

粒子の起源について論じた．円盤ガス中を運動する微惑星の前面に生じる衝撃波による加熱によって蒸発

したダストの再凝縮で生じた粒子は隕石や惑星間塵中の微小結晶粒子の特性をよく再現することを見出し

た．またコンドルール形成シナリオとの整合性についても論じた． 

 ダスト集合体の光学 

ダストアグリゲートの光散乱・吸収 の計算方法の一つである DDA (discretedipole approximation)の適用範

囲に関する研究，およびアグリゲートによる光散乱と吸収に関する研究を行った． 

 系外惑星デブリ円盤および太陽系ダストの力学 

惑星系が存在すると考えられる主系列星周りのダスト円盤の力学進化の解析的モデルを完成するとともに，

これを太陽系の惑星間氷ダストの集積に適用した． 

 画架座β星における系外惑星系の存在予言 

画架座β星の測光/偏光赤外観測データの精密解析から，画架座β星はその惑星軌道が太陽系のそれと

相似形である惑星系が存在することを予言した． 

 水星の熱史 

水星マントル対流の流体力学計算に向けて、表面境界条件の検討を進め、日射の時間・緯度変化に加え

て熱伝導率の温度依存性を考慮した表面の熱収支モデルを構築し、これを数値的に解くことによって水星

表面の長時間平均温度分布を求めた。 

 水素を主成分とする惑星大気放射対流平衡計算コードの構築 

水素を主成分とする惑星大気の放射対流平衡構造を求める数値コードの開発を行い、現在の木星大気の

温度プロファイルと対流強度の決定機構、集積期の地球型惑星の大気構造とマグマオーシャンの発生条

件について知見を得た。 

 階層的数値モデル群および入出力ライブラリの整備 

地球流体力学的観点での地球および惑星大気の運動の理解を目指して,階層的モデル群と称する 1-3 

次元の様々な方程式系に基づく数値モデル, およびそれらのモデルのための入出力ライブラリを整備して

いる.モデルの開発としては, 大気大循環モデル, 対流解像モデルの開発を進め, 入出力ライブラリに関し

ては入出力設定の簡素化および並列化対応を行った. 
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 大気大循環モデルを用いた惑星大気の数値計算 

開発中の大気大循環モデルを用いて, 陸と海のある惑星や, 自転周期と公転周期が等しい惑星 (以下, 

同期回転惑星と呼ぶ) の大気循環の計算を行った. 陸と海のある惑星の計算においては, 海陸分布のあ

る地球と, 海がなく半径の小さな火星を念頭に, 湿潤過程や惑星半径が子午面循環構造に及ぼす影響を

調べつつある. 同期回転惑星の計算においては, どのような循環が形成されるかについて調べつつある. 

 高解像度モデルを用いた火星大気大循環計算 

これまでに一般に用いられてきたよりも高い解像度で, 火星大気大循環の計算を行った. この計算により, 

これまでにモデルでは表現されていなかった, 水平スケール 40-200 km の中小規模擾乱が表現された. 

また, 計算結果の解析により, これらの中小規模擾乱の生成に日変化が重要な役割を果たしていることが

示唆された. 

 木星大気の雲対流の直接数値計算 

昨年度行った H2O、NH3、NH4SH の凝結を考慮した雲対流の数値実験の結果の解析を行った. これま

での数値実験では, 対流強度は準周期的に変動し, その周期は水の存在量に依存することが示されてい

た. エネルギー収支解析により,対流強度の変動の周期は, 湿潤有効位置エネルギーの振幅と放射冷却

率によって記述可能であることが示された. 

 大気大循環モデルを用いた水惑星国際比較実験 

全球表面が海に覆われた水惑星という理想化された条件での大気循環を大気大循環モデルを用いて調

べる国際プロジェクトに参加し,実験結果の解析を進めた. プロジェクトに参加した多数のモデルの結果に

基づき, 東西一様条件での熱帯降水活動の時空間構造や赤道上の暖水域に対する降水分布の応答や

熱帯域降水構造の解像度依存性について比較検討を進めている. 

 「あかつき」による金星探査 

日本が開発を進める金星探査機(Planet-C)の理学観測機器として5台のカメラが搭載されるが，このうち，紫

外イメージャ(UVI)，中間赤外カメラ(LIR)，および雷・大気光カメラ(LAC)の3台のカメラの開発責任を北海道

大学が担っている．これらの搭載理学観測機器のフライトモデルの製作が完了し全ての環境試験・機能試

験を無事に終了した．衛星本体への統合と総合試験も完了し，現在衛星はH-IIAロケットに組み付けられ，

種子島の射場から打ち上げにむけカウントダウンを進めている．2010年12月には金星に到達し，観測を開

始する予定である． 

 北海道大学附属天文台の建設 

惑星観測専用の大口径1.6m光学望遠鏡を，北海道大学大学院理学院附属天文台(名寄市)に建設中であ

る．この望遠鏡計画は，北海道大学と北海道名寄市との連携事業として進められており，北大は望遠鏡の

製作に，名寄市は望遠鏡ドームの建設にそれぞれ責任を負っている．現在まで，望遠鏡の光学パラメタを

決める基礎設計が完了し，残す経緯台や焦点面の詳細設計に入っている．2010年12月の完成を目指して

おり，科学成果を最大限に引き出すため，5月18日打上げ・2010年末に金星到達予定のPlanet-Cとの同時

観測を実現させる予定である．このための望遠鏡に搭載する赤外分光計や可視CCDカメラなどの開発も急

ピッチで進めている．  

 地球の気候における海陸共存の意義に関する研究 

インドネシア「海大陸」観測網を維持し、国際協同赤道気象・海洋学研究施設（仮称「海大陸COE」）を構築

するための5ケ年計画の予算を大部分外務省 （JICA）から獲得することに成功した。これを機に過去の観

測・研究の総括と新たな課題発掘に着手し、特に赤道域表面の海陸混在（熱容量コントラスト）の惑星の気

候・大循環への意義、年周期モンスーンと日周期海陸風の相似性（自転・公転速度比との関係）、大循環と

台風の相似性などについて理論面を含めた研究を開始した。気象衛星11年連続毎時観測データの周波
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数スペクトル解析による準2年・年・季節内・日変化の地域依存性に関する研究も継続し、これと数値大循環

モデルとの比較も計画している。 以上を背景に、インドネシアのバンドン工科大学（京大科振費）、ウダヤ

ナ大学、（JAXA-CRESOS講座）、BMKG（気象地球物理庁）、LAPAN（航空宇宙庁）、ベトナムのVNHMS

（水文気象局）、台湾NCU（URSI（国際電波科学連合）国際レーダー学校などで集中講義を行い、その中で

当GCOEの活動にも触れて、ともすれば実用研究に傾きがちなアジア諸国でも、将来発展を考えれば基礎

研究が重要であることを力説した。うちLAPANからは2名がPlanetary Schoolに参加した。  

 回転球殻 MHD ダイナモにおける初期磁場及び力学的境界条件の影響に関する考察 

回転球殻ブシネスク磁気流体モデルを用いてダイナモ解の構造を数値的に調べた. 上下境界ともに滑り

無し条件を課した場合には, 初期に与える磁場エネルギーの大きさによらず, 従来の研究で良く知られた 

α^2 ダイナモ解が得られた.  これに対して, 上端に応力無し条件を課した場合には, 初期に与える磁場

エネルギーが運動エネルギーに比して小さいと, これまでには知られていなかった弱磁場ダイナモ解が得

られることが示された. 

 2次元非一様楕円渦の軸対称化過程に関する研究 

非一様な渦度分布を持つ2次元楕円渦の軸対称化過程に対するフィラメントの影響を, 数値実験によって

定量的に調べた. その結果, フィラメントは初期に大きく軸対称化に寄与し, また, ほぼ全ての時刻につい

て軸対称化を促進するセンスに寄与することが分かった. このことは, 過去の研究で定性的に説明されて

いたフィラメントの役割と整合的である. 数値実験の結果は初期には渦度場の鏡像非対称の度合いが大き

いこと, またコアの回転に比べてフィラメントは遅れて回転することによって解釈できる. 

 一般化された2次元流体に関する理論的研究 

地球流体力学で知られた複数の2次元流体系を統一的に記述できる方程式系としての，一般化された2次

元流体系に関して，系のグリーン関数を調べた．グリーン関数は，特定のパラメターを除いて，Rieszポテン

シャルで与えられる．グリーン関数を用いて，この系の持ついくつかの基本的特徴について議論した．移流

される物理量の小スケールでの振る舞いが，系に含まれるパラメターαの値が2を境にして転移すること，物

理的に理にかなった系は，αが3以下であることなどを導いた． 

 衝撃波を伴う圧縮性流れの数値計算法開発 

一般に圧縮性流れの数値計算法では、人口粘性などを入れないと数値解が不安定になり非物理的な振動

が生じる。特に衝撃波などの解の不連続を含む問題では不安定性が顕著に現れるため、衝撃波近傍で人

工粘性を加えて解の振動を抑制する工夫が必要である。本研究では、リーマンソルバー法とTotal 

Variation Diminishing法を組み合わせ、衝撃波を伴う流れを正確に記述する数値計算コードを構築した。こ

のコードには、惑星重力、粘性の効果、輻射の効果も考慮されており、多くの物理状況に対応することがで

きる。さらに、このコードをGPGPUで計算できるコード開発を現在行っている。 

 地球照の偏光撮像観測 

表面が海で覆われている系外惑星反射光の偏光度は、土・砂漠・雪の場合に比べて、大きくなることが計

算により予想されている。したがって、系外惑星の偏光観測は、海の探査に使える可能性がある。この可能

性を検証するために、地球照の偏光撮像観測を行った。神戸大学理学研究科太陽系科学研究室が独自

に開発した同時偏光撮像分光装置に集光系を導入し、試験的な観測を行い、地球照の偏光度を導出でき

ることを確認した。今後、西はりま天文台60cm望遠鏡を用い、さらなる観測を行う予定である。 

 衛星イアペタスのアルベド二分性とその時間変化 

土星の衛星イアペタスには，半球間の明瞭なアルベド二分性が存在する．これは暗い物質が進行側半球

を覆っているためであるが，その起源は分かっていない．カッシーニ探査機による観測からは，暗い物質の

存在に伴う温度上昇とそれによる氷の昇華によって，表面のアルベド分布が変化する可能性が示唆されて
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いる．そこで本研究では，イアペタス上での日射の変化と表面温度の変化に伴う氷の昇華量を見積もり，長

期的なアルベドとその分布の変化を数値シミュレーションによって調べた．その結果，現在のアルベド分布

には氷の昇華が本質的な寄与を果たしているとともに，初期のイアペタスが持っていたアルベド分布が現在

と全く異なる可能性があることを示した． 

 衛星ガニメデにおける固有磁場の生成と内部構造・熱史 

木星の衛星にして太陽系最大の衛星であるガニメデは，衛星で唯一の大規模な固有磁場を持っている．し

かし従来の理解では，磁場発生機構の詳細はおろか内部層構造の理解も不十分であり，特に金属核につ

いてはその存在の有無さえ決定できていない．そこで本研究では，内部構造自体をパラメタとした内部熱史

の数値シミュレーションを行い，現在のガニメデが固有磁場を持つために必要な内部構造の範囲を，従来よ

りも狭い範囲で制約した，また現在の磁場は，最近数億年間の内に発生した可能性も示唆された． 

 氷衛星が持つ地下海の化学組成や物理過程に関するレビュー 

探査機ボイジャー，ガリレオ，そしてカッシーニと続いた巨大惑星系探査は，巨大惑星が従える多くの衛星

が多様な個性を持つことを明らかにした．中でも特に多くの衛星の表層や内部でその存在が強く推測され

た液体の海「内部海」は，惑星科学に新たな視点を与える重要な発見であった．これを受け，内部海の存在

が天体の進化に与える物理的・化学的寄与について最近の研究成果のレビューを海外の研究者と共同で

行い，他のレビュー論文とともに教科書"Moons of the Outer Solar System: Exchange Processes Involving 

the Interiors"として出版した． 

 月裏側北半球領域の火成活動史 

月の海玄武岩の年代決定は，月の熱史の理解に本質的に重要である．そこで，月探査機SELENE（かぐ

や）搭載の地形カメラを用いて裏側北半球の海玄武岩における衝突クレータのサイズ頻度分布を調査した．

その結果，当該領域の海玄武岩の推定年代は35-27億年前であり，この領域の海を形成した火成活動は

39-26億年前の期間において継続していたことが分かった．この年代は南極エイトケン盆地の推定年代と同

程度であることから，この領域での火成活動が南極エイトケン盆地を形成した巨大衝突によって引き起こさ

れたという従来の仮説は，積極的に支持できるものではないことも分かった． 

 月裏側モスクワの海における火成活動 

月裏側にあるモスクワの海は，表側に比べて数少ない裏側の海のひとつであり，月の火成活動史を読み解

く上で重要なサイトである．月探査機SELENE（かぐや）搭載の地形カメラを用いて，海の玄武岩年代とその

厚さを推定したところ，少なくとも15億年前まで火成活動が継続しており，海玄武岩の厚さは600m以上ある

ことが分かった．この火成活動の長期性と溶岩噴出の多量さは，モスクワの海下部の地殻厚さが他の裏側

の海に比べて極めて薄いことに起因していると考えられる．また，モスクワの海と同サイズの表側海とで噴出

溶岩の体積を比較した結果，裏側でのマグマ生成率は表側の約3.1倍小さいことが見い出された． 

 月ジョルダーノブルーノクレータの形成年代 

月面裏側に存在する衝突クレータ「ジョルダーノ・ブルーノ」は，その新しさや古文書の記述もあって，歴史

時代にその衝突が目撃された唯一のクレータと言われてきた．しかし，月探査機SELENE（かぐや）搭載の

地形カメラが得た画像からその年代を改めて精査した結果，このクレータの形成年代は100-1000万年前で

あることが分かり，古文書にある1178年の衝突はこのクレータの形成と関係ないことが判明した． 

 非線形次元削減法による非線形システムにおける確率分布およびレジームの検出 

複数の非線形次元削減法により、非線形システムである気候システムの状態空間における確率密度分布

および気候レジームの検出を行っている。局所線形埋込,Isomap, Laplacian Eigenmap,および主成分分析

のそれぞれについて、多様体を埋め込んだ人工的な低次元理想化データを用いてそれぞれの手法の特

徴を調べた。また、それぞれの手法を冬季極域成層圏気温データに適用し、極夜ジェット振動の抽出を行
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った。それぞれ抽出された多様体の構造や多様体上の時間発展をしらべ、非線形手法では、変動の正負

の偏差に対応する領域での違いが抽出可能であることを示した。 

 天体上のレイの起源 

太陽系の固体天体の上には印象的なレイ・光条を持つクレーターが多く見られる．レイの形成条件や形状

パターンとの関係を明らかにするため，粉体への衝突実験を行った．形成条件やパターンは，衝突速度に

は依らず，粉体のサイズやバルク空隙率に依存することがわかった． 

 両義図形のラフセット誘導束を用いた図地解析 

図地分離は、イメージ知覚の全てにおいて、基本的役割を果たしている。ただしエッジの検出や肌理のグ

ルーピングなど、図の抽出についての研究は多々あるものの、得られた図と地の関係については殆ど議論

されない。我々は、両義図形が、図地の補完関係を二重に持つことに注目し、この場合の図地関係を解析

した。実際、図形を二通りの解釈に従って分割し、これを用い、我々が考案したラフセット誘導束によってそ

の論理構造を抽出、解析した。その結果両義図形において、他に見られない論理構造を見出した。 

 彗星塵による光散乱のモデル化 

原始太陽系円盤内でサブミクロンの塵（ダスト）が付着成長することによって形成された微惑星の生き残りで

ある彗星の形成・進化を理解するために、サブミクロン粒子凝集体ダストの光散乱特性を決定した。

T-matrix法を用いて凝集体ダストの構成粒子であるサブミクロン粒子同士の相互作用が偏光特性に及ぼ

す影響を調べ、偏光度の波長依存性と凝集体ダストの空隙率との関連性を明らかにした。彗星ダストの空

隙率は母天体である彗星の変成度と関係があることから、偏光観測することによって彗星の進化・変成に関

する情報が得られることがわかった。 

 衛星系の起源：周惑星円盤への固体物質供給プロセス 

木星・土星など巨大ガス惑星の周りの主な衛星は、軌道が惑星の赤道面付近でかつ円軌道に集中してい

る事から、惑星周りにかつて存在していた円盤（周惑星円盤）から形成されたと考えられている。しかし、衛

星の材料物質である固体成分が周惑星円盤へどのように供給されたかは分かっていない。そこで、衛星の

材料となる固体物質が周惑星円盤へ供給・捕獲される軌道を解析的に計算し、固体物質の供給率および

その分布を明らかにした。 

 Neptune Trojansの起源と力学進化の研究 

海王星と太陽が作るラグランジュ点に局在する太陽系外縁天体（Neptune Trojans）が発見され、その数は

小惑星帯の小惑星数を上回ると予想されている。数値シミュレーションに基づいて、海王星形成時にラグラ

ンジュ点に取り残 された外縁天体は、海王星の惑星移動時に消滅し、現在観測されているものは、 惑星

移動時に円盤領域から捕獲されたものである事を示した。また、木星以遠の ガス惑星の起源と軌道進化が、

Neptune Trojansの形成に大きな影響を与える事 も明らかにした。 

 衝突破壊による小惑星自転進化 

小惑星は様々な自転速度を持っており、光度変化の観測より自転速度のサイズ依存性などが求められてい

る。小惑星の自転の起源を明らかにすることは、その形成史の解明に繋がる。我々は小惑星を多数の粒子

の集合体と近似して衝突過程のN体シミュレーションを行ない、自転角速度変化を調べた。その結果、多く

の場合に衝突破壊により自転角速度が減速されることを明らかにした。 

 土星リング力学理論に関するレビュー 

土星リングの力学理論に関するレビュー論文を執筆した。2004年の土星到着後、現在も土星周回軌道で

探査を続ける探査機カッシーニによる最新のデータや数値シミュレーションの進歩により、土星リングの起

源や力学進化に関する理解は大きく進展した。これに関してリング力学理論の最近の研究成果のレビュー

を海外の研究者と共著で執筆し、他のレビュー論文とともに教科書”Saturn after Cassini-Huygens”として出
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版された。 

 惑星集積率における原始大気の効果 

惑星形成過程における、大気をもった原始惑星への微惑星衝突確率を軌道数値計算により調べた。得ら

れた衝突確率の表式を用いて原始惑星成長の簡単な数値計算も行なった。その結果、微惑星サイズが

1km以下で原始惑星質量が地球質量程度以上の場合、大気により微惑星を捕獲する効果により、惑星成

長時間が大幅に短縮され得ることが明らかになった。 

 ラブルパイル構造をもつ氷小天体模擬物体のバルク強度とネックサイズの関係 

小惑星や氷小天体、彗星核はラブルパイル構造をもつと考えられている。氷小天 体や彗星核は多量の氷

を含むため、太陽系内を漂う間に焼結する可能性がある。 焼結のが起こると、ラブルパイル構造をもつ氷

小天体は接し合う小塊間が結合 し、バルク強度が強くなると考えられる。そこで、ガラスビーズを用いてラブ

ル パイル氷小天体を模擬した多粒子集合体を焼結させ、焼結体を作成した。多粒子 焼結体のバルク強

度を測定し、2粒子焼結体のネック破壊に必要な引張力と比較 した。その結果、多粒子焼結体の1ネック当

たりにかかる引張力は2粒子焼結体の 破壊に必要な引張力とほぼ等しいことが確認された。 

 流紋岩質マグマ水蒸気爆発の発生プロセス 

第四紀姫島火山群の流紋岩質マグマ水蒸気爆発噴出物の野外地質調査を行い、マグマ水蒸気爆発の発

生プロセスを検討した。噴出物中には泥岩で満たされた不規則な割れ目を持つ本質岩片が確認され、マグ

マ貫入により流動化した未固結状態の母岩が火道中のマグマを水圧破砕しながら侵入したことが示唆され

た。このようなマグマと未固結堆積物の混合様式は高粘性マグマによるマグマ水蒸気爆発発生の原因のひ

とつとして考えられる。 

 流紋岩質溶岩にみられる破砕構造の成因 

第四紀姫島火山群の流紋岩質溶岩流中の黒曜岩質部にみられる脆性破壊と延性変形の両方の特徴を持

つ破砕組織の成因を検討した。その結果、それらが溶岩流と基盤岩との間に生じた剪断応力によって形成

されたこと、その産状がガラス転移点付近でのマグマの破壊様式を示すことを明らかにした。 

 テクストにおける図地情報認識の解析 

ゲシュタルト心理学では、人が対象を捉える際の認知モデルとして、図と地の関係を中核の一つとしている。

この研究で提案するのは文学における登場人物間の図地関係である。登場人物間の図地関係は、束の補

元で表現される。補元は図と地を合わせると全体が構築できることを表すのに適している。各場面に適応し

た束を得るために、テクストの登場人物の主語とそれらの属性（動詞、形容詞、名詞等の同値類）をラフセッ

ト理論で捉える。結果がブール束の場合は図地の関係が明確に表れる。一つの束に複数の図地関係を含

むことができる。分配束では分配性が保たれ、図地関係は存在するが、ブール束の様に全ての可能な図地

関係を含有しているわけではない。排除される図地関係が出てくるのである。 
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Formation and Diversity”, eds. T.Usuda, M. Ishii, and M. Tamura, 1158, pp.163-164, 2009 

 H. Tanaka, K. Wada, T. Suyama AIP Conf. Proc. 1158, Eds. T. Usuda, M. Ishii, M. Tamura, 97, 2009 
 Yamada, K., S. Inaba, TYPE I MIGRATION IN A RADIATIVELY INEFFICIENT DISK, Proceedings of the 

42th ISAS Lunar and Planetary symposium, AM6-1-AM6-4, 2009 
 Yamashita, T., Odaka, M., Sugiyama, K., Nakajima, K., Ihiwatari, M., Hayashi, Y.-Y. A two dimensional 

numerical experiment of atmospheric convection with condensation of the major component, Proc. of the 
42th ISAS Lunar and Planetary Symposium, The Institute of Space and Astronautical Science., pp.12-16, 
2009 

 相川祐理,観山正見,現代の天文学第 11 巻,評論社, 2 章星間化学の節 
 加藤亮平, 杉山耕一朗, 中島健介,木星大気大規模渦の数値モデリング, 第 23 回 大気圏シンポジウ

ム講演集 (JAXA 宇宙科学研究本部), 2009, 
http://www.isas.ac.jp/j/researchers/symp/2009/image/0226_proc/5-4.pdf 

 倉本圭, 阿部豊 , はしもと じょーじ, 林祥介, 関根康人 , 佐藤光輝, ハビタブル惑星の起源，進化，

多様性, 天文月報，102，184-189, 2009 
 瀬藤真人，中村昭子，山下靖幸，長谷川直, 多孔質模擬天体における圧力減衰率測定実験, スペー

スプラズマ研究会, 平成 20 年度収録, 58-60, 2009 
 中川義次,日本天文学会百年史編纂委員会,日本の天文学の百年,恒星社厚生閣 
 中村昭子，桂武邦，三軒一義，高部彩奈，瀬藤真人，長谷川直, 鉄隕石母天体の衝突破壊模擬実験, 

スペースプラズマ研究会, 平成 20 年度収録, 39-41, 2009 
 中村昭子，荒川政彦，門野敏彦，山下靖幸，鈴木絢子，鎌田俊一，嶌生有理，瀬藤真人，田中慎一

郎，坪井伸子，土肥弘嗣，豊田丈典，中村圭佑，福崎翔，町井渚，保井みなみ，第１回 CPS 衝突実

験実習報告, 遊・星・人, 18(2), 111-118, 2009  
 長谷川直，瀬藤真人，小野瀬直美，齋藤洋, 2008 年度の超高速衝突実験設備の現状, スペースプラ

ズマ研究会, 平成 20 年度収録, 108－111, 2009 
 山下達也, 小高正嗣, 杉山耕一朗, 中島健介,石渡正樹, 林祥介, 大気主成分の凝結を考慮した二次

元雲対流モデルによる火星大気の数値計算, 第 23 回 大気圏シンポジウム講演集 (JAXA 宇宙科学

研究本部), 2009 http://www.isas.ac.jp/j/researchers/symp/2009/image/0226_proc/5-2.pdf 
 
3.2.3 著書 
＜2009 年度＞ 
1. Takeuchi, T., “From Protoplanetary Disks to Planetary Disks: Gas Dispersal and Dust Growth”, chapter in 

"Small Bodies in Planetary Systems" eds. I. Mann, A. Nakamura, & T. Mukai, Springer-Verlag GmbH, 
pp.1-35, 2009 

2. 相川祐理(代表者：観山正見), 現代の天文学第 11 巻 第 2 章, 評論社, 2009 年 
3. 藤本正行(代表者：観山正見), シリーズ現代の天文学 第 11 巻 天体物理学の基礎, 日本評論社, 

pp16-54, pp.105-134 (2009) 
 
3.2.4 国際集会発表 
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3.2.4.1 招待講演 
＜2009 年度＞ 
なし 
3.2.4.2 招待講演以外 
＜2009 年度＞ 
1. Akiko, M., Nakamura, Porosity Change in Parent Bodies due to Impact, 72nd Annual Meeting of the 

Meteoritical Society, ナンシー(フランス), July 13-20, 2009(ポスター) 
2. C., Sekigawa, and L.P., Keller, The Mineralogy, Petrography and Chemistry of Comet Dust： Sulfides, 41st 

Lunar and Planetary Science Conference, ヒューストン(アメリカ), March,  2010(ポスター) 
3. Katsura, T., Nakamura, A.M., Setoh, M., Takabe, A., Hasegawa, S., Sangen, K., Experimental study on 

collisional destruction of iron-meteorite parent bodies, 6th AOGS Annual Meeting, Suntec International 
Convention & Exhibition Centre, Singapore, Aug 11-15, 2009(口頭) 

4. Kobayashi, M., Ohashi, H., Sasaki, S., Shibata, H., Iwai, T., Fujii, M., Nogami, K., Kimura, H., Nakamura, 
M., and Hirai, T., Lunar Dust Monitor for the Orbiter of the Next Japanese Lunar Mission SELENE 2, 41th 
Lunar and Planetary Science Conference, The Woodlands, Texas, USA, March 1-5, 2010(ポスター) 

5. Machii, N., Experimental study on the bulk strength of sintered dust aggregate analog, Origins of Solar 
Systems, Gordon Research Conferences, Mount Holyoke College, South Hadley, USA, July 5-10, 2009(ポス

ター) 
6. Nogi, Y., H., Miura, M., Ikehara, N., Seama, Japanese Marine Geophysical and Geological 

ResearchActivities in the Antarctic Ocean, 16th International Symposium on Polar Sciences, 韓国:Incheon, 
Jun 10-12, 2009(ポスター) 

7. Setoh, M., Yamashita, Y., Nakamura, A.M., Sangen, K., Low velocity impact experiments of rubble-pile 
under micro gravity, 6th AOGS Annual Meeting, Suntec International Convention & Exhibition Centre, 
Singapore, Aug 11-15, 2009(ポスター) 

8. Wada, K., Tanaka, H., Suyama, T., Kimura, H., and Yamamoto, T., Collisional Growth Possibility of Dust 
Aggregates: A Bouncing Problem, 41th Lunar and Planetary Science Conference, The Woodlands, Texas, 
USA, March 1-5, 2010(ポスター) 

9. Yoshiyuki, O., Takahashi, Numerical simulations of planetary atmospheres with land and ocean by using a 
general circulation model, CPS international School of Planetary Science, Seapal Suma, Jan 4-10, 2010(ポス

ター) 
10. Yoshiyuki, O., Takahashi, Yoshi-Yuki, Hayashi, Masatsugu, Odaka, Wataru, Ohfuchi, Medium and High 

Resolution Simulations of Martian Atmosphere, 2nd OFES International Workshop and ESC-IPRC Joint 
Workshop on Computationally-Intensive Modeling of the Climate System, University of Hawaii, Dec 9-10, 
2009(口頭) 

11. 古家健次, 相川祐理, 坂井南美, 山本智, Carbon Isotope Fractionation in Molecular Clouds,  The Third 
Tokyo-NRO Workshop：Submillimeter and THz Astrochemistry, 東京大学, March 17-18, 2010(ポスター) 

12. 高部彩奈, Collision experiment on dehydration of hydrated asteroids, Takabe, A., Nakamura, A.M., Setoh, 
M., Katsura, T., Hasegawa, S., Suntec International Convention & Exhibition Centre, Singapore, Aug 11-15, 
2009(口頭) 

13. T. Suda, R. Hirschi, and M. Y. Fujimoto., The Effect of the Triple-Alpha Reaction Rate on Stellar Evolution 
at Low-Metallicity, Tours Symposium on Nuclear Physics and Astrophysics VII, Kobe Japan, Nov. 16-20, 
2009(口頭) 
 
 

 
3.2.5 国内集会発表 
3.2.5.1 招待講演 
＜2009 年度＞ 
1. 中村昭子, 瀬藤真人, 羽倉祥雄, 山下靖幸, 三軒一義, 宇宙空間におけるレゴリス・ラブルパイルへ

の衝突における重力の効果, 応用物理学会「重力場応用研究」シンポジウム, 東海大学湘南キャン

パス(平塚市), 2010 年 3 月 18 日 
2. 木村宏, Scattering and Absorption of Light by Cosmic Dust Aggregates, 第 6 回太陽系外惑星大研究会, 

国立天文台, 2010 年 1 月 
 

3.2.5.2 招待講演以外（出前講義） 



28 

＜2009 年度＞ 
1. 郡司幸夫, 数理の翼セミナー, 愛知県知多半島「恩波楼」, 2009 年 10 月 10 日-11 日 
2. 郡司幸夫, 清風高校(大阪), 2009 年 9 月 26 日 
3. 相川祐理, 星と惑星系の誕生, 神戸市立神港高等学校, 2009 年 6 月 29 日 
4. 相川祐理, 星と惑星系の誕生, 兵庫県立明石清水高等学校, 2009 年 9 月 25 日 
5. 中村昭子, 小惑星の今と昔, 兵庫県立兵庫高等学校, 2009 年 12 月 22 日 
6. 鈴木絢子, 東京大学オープンキャンパス女子学生コースでの招待講演, 東京大学本郷キャンパス

（東京都文京区）, 2009 年 8 月 6 日 
7. 鈴木絢子, 神戸市青少年科学館 パネル展示「火星の素顔」での講演, 神戸市青少年科学館（兵庫

県神戸市）, 2010 年 1 月 24 日 
8. 乙藤洋一郎, 日本は二本(日本列島の形成史), 兵庫県立姫路南高等学校, 2009 年 7 月 10 日 
9. 乙藤洋一郎, 日本は二本(日本列島の形成史), 神戸市立六甲アイランド高等学校 2009 年 7 月 9 日 
3.2.5.3 招待講演以外（サイエンスセミナー、サイエンスフェア） 
＜2009 年度＞ 
1. 中川義次, 「世界天文年 2009，ガリレオから 400 年後の惑星科学」, 神戸大学神大会館六甲ホール

および神戸大学理学部棟 201,202, 2009 年 7 月 25 日-26 日 
2. 中村昭子, サイエンスフェア「小天体の衝突破壊」, , 国際展示場 2 号館, 2010 年１月 24 日 
3.2.5.4  招待講演以外（学会） 
＜2009 年度＞ 
1. Jun, TAKAHASHI, Yoichi, ITOH, Makoto, SAKAMOTO, Kentaro, MATSUDA, Katsuyuki, KINOSHITA, 

Satoshi, IIDA, Spectropolarimetric Observation of Earthshine on the Moon, The 1st CPS International 
School of Planetary Sciences, 神戸市, 2009 年 1 月(ポスター) 

2. Jun, TAKAHASHI, Yoichi, ITOH, Makoto, SAKAMOTO, Kentaro, MATSUDA, Katsuyuki, KINOSHITA, 
Satoshi, IIDA, Spectropolarimetric Observation of Earthshine on the Moon, The Joint Subaru-Gemini 
Science Conference, 京都大学(京都市), 2009 年 5 月 18 日-21 日 

3. M., Sugita, and, K., Tomeoka, Nepheline formation in CAIs and matrix in the Ningqiang carbonaceous 
chondrite： Evidence for unusual parent-body alteration, 地球惑星科学連合大会, 幕張メッセ国際会議

場(千葉市), 2009 年 5 月(ポスター) 
4. Shirakawa, T., Gunji, Y.-P. and Miyake, Y, Locomotive history of Physarum plasmodium recorded in its 

tubular structure, The 47th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, アクティ徳島, 2009 年 11
月 

5. Shirakawa, T., Gunji, Y.-P. and Miyake, Y, Tubular structure of Physarum plasmodium as a putative memory 
device, The 61st Annual Meeting of the Japan Society for Cell Biology, 名古屋国際会議場, 2009 年 6 月 

6. T.Nagai, T.Ishido, Y.Seto, D.Hamane, N.Sata, K.Fujino., Phase transition of siderite FeCO3 at high pressure, 
International conference on high pressure science and technology (AIRAPT 22 & HPCJ-50), Tokyo 
International Exchange Center(東京), 2009 年 7 月 26 日-31 日 

7. Takayuki, Niizato and Yukio-Pegio, Gunji, 圏論におけるゆるいカテゴリー同値をもちいた学習システ

ムへの応用, The 47th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, アクティ徳島, 2009 年 11 月 
8. Y.Seto, D.Hamane, T.Nagai, K.Fujino., Synchrotron X-ray diffraction studies on solid carbon dioxide 

CO2-V., International conference on high pressure science and technology (AIRAPT 22 & HPCJ-50), Tokyo 
International Exchange Center(東京), 2009 年 7 月 26 日-31 日 

9. 伊藤洋一, Ranjan, Gupta, 大朝由美子, Asoke, Sen, 田中宗親, 寺居剛, 中岡正奈, ペルセウス座分子

雲に付随する低質量YSOの可視中分散分光観測, 日本天文学会 2009年秋季年会, 山口大学(山口市), 
2009 年 9 月(ポスター) 

10. 伊藤洋一, 向井正, 寺居剛, 高橋隼, 奥田治之, 大朝由美子, 猿楽祐樹, かごしま丸 2009 皆既日食航

海隊, 2009 年皆既日食で用いた船上観測のための可視光赤外線観測装置, 日本天文学会 2010 年春季

年会, 広島大学, 2010 年 3 月 24 日-27 日(ポスター) 
11. 井上美幸，留岡和重，瀬戸雄介, 強い熱・衝撃変成を受けた CK コンドライトの斜長石の形成履歴, 

日本鉱物科学会, 北海道大学, 2009 年 9 月 8 日-10 日(ポスター) 
12. 羽倉祥雄, 鈴木絢子, 瀬藤真人, 中村昭子, 強度支配と重力支配の移行領域での衝突クレーター形

成実験, 日本惑星科学会秋季講演会, 東京大学, 2009 年 9 月 28 日-30 日(ポスター) 
13. 羽倉祥雄, 鈴木絢子, 瀬藤真人, 中村昭子, 三軒一義, 標的強度を変化させた衝突クレーター形成実

験 ～強度支配域と重力支配域の移行領域～, 低温研共同利用研究集会/科研費基盤(A)「惑星系円盤

ダストの統合モデルの確立」、天体の衝突物理の解明(V) , 北海道大学低温科学研究所(札幌市), 2009
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年 11 月 11 日-13 日(口頭) 
14. 荻野智司, 伊藤洋一, 丹羽隆裕, 矩形開口ステラコロナグラフの開発, 日本天文学会 2010 年春季年

会, 広島大学, 2010 年 3 月 24 日-27 日(ポスター) 
15. 加藤則行, ドッ プラーシフト法による連星系の系外惑星探査, 国立天文台岡山観測所ユーザーズ

ミーティング, 国立天文台, 2009 年 8 月 20 日-21 日(口頭) 
16. 加藤則行, 伊藤洋一, 豊田英里, 佐藤文衛, T タウリ型連星 FS Tauri に付随する原始惑星系の観測的

研究, 日本天文学会 2009 年秋季年会, 山口大学(山口市), 2009 年 9 月(ポスター) 
17. 関華絵, 山本裕二, 三木雅子, 乙藤洋一郎, 「グリーンランド南西部で採取した始生代貫入岩のテリ

エ法による古地磁気強度」, 地球電磁気・地球惑星圏学会第 126 回講演会, 金沢, 2009 年 9 月 27 日

-30 日(ポスター) 
18. 関川知里, 留岡和重, 瀬戸雄介, マーチソンCM隕石衝突実験回収試料中に見られる割れ目, 神戸大

学研究基盤センター「若手フロンティア研究会 2009」, 神戸市, 2009 年 12 月(ポスター) 
19. 岩山隆寛, 渡邊威, 一般化された 2 次元流体系の Green 関数, 日本気象学会 2009 秋季大会, アクロ

ス福岡, C101(福岡市), 2009 年 11 月 25 日-27 日(口頭) 
20. 岩山隆寛, 渡邊威, 一般化された 2 次元流体系の理論的研究, 日本航空宇宙学会関西支部, 第 423

航空懇話会, 神戸, 2009 年 9 月 18 日(口頭) 
21. 橋口敏郎, 伊藤洋一, 船山日斗志, 固有運動による散開星団に属する天体の探査�, 日本天文学会

2009 年秋季年会, 山口大学(山口市) , 2009 年 9 月(ポスター) 
22. 桐石美帆，留岡和重, 3 つの岩相を持つ CO コンドライト NWA 1232：CO 母天体の不均質性と活発

な角礫岩化作用の証拠, 日本鉱物科学会, 北海道大学, 2009 年 9 月 8 日-10 日(口頭) 
23. 郡司ペギオ幸夫 , 白川智弘 , 山千代真規 , Tomohiro Shirakawa, Yukio-Pegio Gunji, Spontaneous 

switching of morphology development pattern in the plasmodium of Physarum polycephalum, The 47th 
Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, アクティ徳島, 2009 年 11 月 

24. 郡司ペギオ幸夫, 白川智弘, 山千代真規, 真性粘菌変形体における形態発展パターンの自発的切り

替え,  The 61st Annual Meeting of the Japan Society for Cell Biology, 名古屋国際会議場, 2009 年 6 月 
25. 郡司ペギオ幸夫, 白川智弘, 谷伊織, Analysis for the behavior of Physarum plasmodium using lattice, The 

47th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, アクティ徳島, 2009 年 11 月 
26. 郡司ペギオ幸夫, 白川智弘, 谷伊織, Tubular structure of Physarum plasmodium as a putative memory 

device, The 61st Annual Meeting of the Japan Society for Cell Biology, 名古屋国際会議場, 2009 年 6 月 
27. 桂武邦, 桂武邦, 中村昭子, 瀬藤真人, 高部彩奈, 長谷川直, 三軒一義, 鉄質小天体の衝突破壊に関

する実験的解明, 日本惑星科学会秋季講演会, 東京大学, 2009 年 9 月 28 日-30 日(口頭) 
28. 桂武邦, 高部彩奈, 瀬藤真人, 長谷川直, 三軒一義, 中村昭子, 鉄質小天体を模擬した衝突破壊実験, 

日本地球惑星科学連合 2009 年大会, 幕張メッセ, 2009 年 5 月 16 日-21 日(ポスター) 
29. 桂武邦, 中村昭子, 瀬藤真人, 高部彩奈, 長谷川直, 三軒一義, 鉄質小天体の進化過程解明のための

衝突破壊実験, 低温研共同利用研究集会/科研費基盤(A)「惑星系円盤ダストの統合モデルの確立」、

天体の衝突物理の解明(V) , 北海道大学低温科学研究所(札幌市), 2009 年 11 月 11 日-13 日(ポスター) 
30. 桂武邦, 中村昭子, 瀬藤真人, 高部彩奈, 長谷川直, 三軒一義, 鉄隕石の衝突破壊強度, 平成 21 年度

スペースプラズマ研究会 , 宇宙科学研究本部(相模原市), 2009 年 3 月 11 日-12 日(口頭) 
31. 古家健次, 相川祐理, 坂井南美, 山本智, 分子雲中での炭素同位体分別, 日本天文学会春季年会, 広

島大学(東広島市), 2010 年 3 月 24 日-27 日 
32. 高橋隼, 中高生との共同による月面衝突発光観測プロジェクト, 第 23 回天文教育研究会(2009 年天

文教育普及研究会年会), 聞法会館(京都市), 2009 年 8 月(口頭) 
33. 高橋隼, 伊藤洋一, 坂元誠, 松田健太郎, 木下克之, 飯田広史, 地球照の偏光分光観測, 日本天文学

会 2009 年春季年会, 大阪府立大学中百舌鳥キャンパス , 2009 年 3 月 28 日(ポスター) 
34. 高橋隼, 伊藤洋一, 坂元誠, 松田健太郎, 木下克之, 飯田広史, 地球照の偏光分光観測, 日本地球惑

星科学連合 2009 年大会, 幕張メッセ国際会議場(千葉市), 2009 年 5 月(口頭) 
35. 高橋芳幸, 林祥介, 石渡正樹, 森川靖大, 大気大循環モデルを用いた陸と海のある惑星の大気大循

環計算, 地球電磁気・地球惑星圏学会 第 126 回総会及び講演会, 金沢大学, 2009 年 9 月 27 日-30
日(口頭) 
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壊, 日本地球惑星科学連合 2009 年大会, 幕張, 2009 年 5 月(口頭) 
97. 澤宏司・郡司ペギオ幸夫, アブダクションの数理, 科学基礎論学会 2009 年度研究例会, 慶應義塾大

学, 2009 年 11 月 
98. 澤宏司・郡司ペギオ幸夫, 弱められた公理が引き起こす動的論理：システム内エージェントの自律

性を目指して, 第 13 回進化経済学会, 岡山大学, 2009 年 3 月 
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3.3  外部資金獲得状況 
科学研究費など研究助成一覧 
科学研究費：研究代表者 
＜2009 年度＞ 

種目 研究題目（課題番号） 研究代表者 
直接経費 
総額 
（千円） 

直接経費 
配分額 
（千円） 

基盤研究(A) 
背弧海盆拡大軸下における溶融帯

構造の研究(21244070) 
島 伸和 33,700 33,700

基盤研究(A) 
惑星系円盤ダストの統合モデルの

確立(21244011) 
山本 哲生 8,000 8,000

基盤研究(B) 
二重視点モデル：潜在性の数理的

表現(21300093) 
郡司 幸夫 5,000 5,000

基盤研究(B) 
赤外線スペクトルは彗星進化のバ

ロメーター(21340040) 
木村 宏 2,200 2,200

基盤研究(B) 
炭素質コンドライトの高温下にお

ける衝撃履歴の解明(20340150) 
留岡 和重 1,600 1,600

基盤研究(B) 
(海外) 

大陸衝突によるアジア大陸東部域

の大陸変形の研究(18403012) 
乙藤 洋一郎 3,200 3,200

基盤研究(C) 
一般化された２次元流体における

流れの安定性(20540424) 
岩山 隆寛 700 700

基盤研究(C) 
ベガ型星の観測により検証可能な

微惑星形成理論の構築(20540232) 
竹内 拓 800 800

基盤研究(C) 
コンドリュール－マトリックス構

造から探る微惑星集積過程への拘

束条件(20540411) 
中村 昭子 500 500

基盤研究(C) 
ベガ型星の観測により検証可能な

微惑星形成理論の構築(20540232) 
竹内 拓 100 100

若手研究(B) 
観測に基づく太陽系外惑星の多様

性の解明(19740276) 
伊藤 洋一  800 800

若手研究(B) 
非線形次元削減法を用いた非線形

システムにおける確率分布および

レジームの検出(21740344) 
西澤 誠也 2,000 2,000

若手研究(B) 
赤外線天文衛星ＡＫＡＲＩによる

星 間 氷 組 成 の 空 間 分 布 観 測
(19740103) 

相川 祐理  500 500

若手研究(B) 
高解像度火星大気大循環モデルを

用いた中小規模擾乱とダストスト

ームの研究(20740284) 
高橋 芳幸 900 900

若手研究(B)  
始原的隕石に含まれる酸素同位体

異常物質の起源の解明(21740378) 
 

瀬戸 雄介  2,400 2,400

挑戦的萌芽 
原始惑星系降着円盤の運動構造に

関 す る 地 球 流 体 力 学 的 考 察
(21654065) 

林 祥介 1,200 1,200

挑戦的萌芽 
地球磁場逆転過程の記録媒体を大

量発見する方法(19654068) 
乙藤 洋一郎 800 800
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特別研究員奨

励費 

多孔質模擬天体を用いた低速度な

ら び に 高 速 度 衝 突 破 壊 実 験
(20004124) 

瀬藤 真人 600 600

特別研究員奨

励費 

高分散分光観測による全主系列星

の新たな年齢決定方法の確立
(21003944) 

髙木 悠平 700 700

特別研究員奨

励費 
若い連星に付随する原始惑星系の

観測的研究(20005289) 
日置 智紀 600 600

特別研究員奨

励費 
全黄緯サーベイに基づく太陽系小

天体の軌道進化の解明(20004879) 
寺居 剛 600 600

 
 
科学研究費：研究分担者 
＜2009 年度＞ 

種目 研究題目（課題番号） 
研究代表者 
（所属機関） 

研究分担

者 

直接経費

配分額 
（千円）

基盤研究(A) 
惑星系円盤ダストの統合モデルの確

立(21244011) 
山本 哲生 
(北海道大学) 

木村 宏 300

基盤研究(A) 
超高速レーザー銃実験による惑星間

衝突の実験的研究(21244069) 
松井 孝典 
(東京大学) 

中村 昭子 400

基盤研究(A) 
輻射輸送シミュレーションが解き明

かす ALMA 時代の天文学(21244021)
富坂 幸治 
(国立天文台) 

相川 祐理 500

基盤研究(C) 
含水鉱物及び含水岩石の電気伝導度

測定実験(19540507) 
藤田 清士 
(大阪大学) 

乙藤 洋一

郎 
50

基盤研究(C) 
ベガ型星の観測により検証可能な微

惑星形成理論の構築(20540232) 
竹内 拓 
(北海道大学) 

中川 義次 100

基盤研究(C) 
ベガ型星の観測により検証可能な微

惑星形成理論の構築(20540232) 
竹内 拓 
(北海道大学) 

相川 祐理 100

新学術領域研

究 
大河流域を規制する地球物理・地質

学的構造(20109002) 
沖野 郷子 
(東京大学) 

島 伸和 17,100

挑戦的萌芽 
原始惑星系降着円盤の運動構造に関

する地球流体力学的考察(21654065) 
林 祥介 
(神戸大学) 

岩山 隆寛 1,200

特定領域研究

(公募) 
地球科学データの高度利用と流通の

ための基盤開発(21013002) 
堀之内 武 
(北海道大学) 

西澤 誠也 300

 
科学研究費：連携研究者 
＜2009 年度＞ 

基盤研究(B) 
マントルの組成は中央海嶺プロセス

を規定するか?〜南西インド洋海嶺

探査(19403006) 

沖野 郷子 
(東京大学) 

島 伸和 1,400
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その他の研究助成  
＜2009 年度＞ 

研究助成 研究題目 研究代表者名 
金額  

(千円) 

海洋開発及地球

科学技術調査研

究促進費（地球観

測システム構築

推進プラン） 

海大陸レーダーネットワーク構築 山中 大学 751,430

地球規模課題対

応国際科学技術

協力事業 

短期気候変動励起源地域における海陸観測

網最適化と高精度降雨予測 
山中 大学 533,831

受託型協力研究

(独立行政法人科

学技術振興機構) 

システム生物学に関わる情報と記述の諸問

題 
春名太一 3,350

二国間交流事業

共同研究 

室内実験と数値実験の連携による、惑星系の

形成と進化における小天体衝突素過程の研

究 
中村昭子 2,500

 
 
 
その他の研究助成：連携研究者 

研究種目・助成 研究題目（課題番号） 
研究 

代表者名 
研究 
分担者 

国立極地研究所

特別共同研究 
南極から見たゴンドワナの形成と分裂の研究 本吉 洋一 島 伸和 

 
 
3.4  特記事項（受賞など） 
1. Taichi Haruna, Double Approximation and Complete Lattices, Best Paper Award, The Fourth 

International Conference on Rough Set and Knowledge Technology, Gold Coast, Australia, July 
2009 

2. 瀬藤真人, 微小重力下でのラブルパイル模擬天体に対する低速度衝突実験, 毛利ポスタ

ー賞, 日本マイクログラビティ応用学会第 24 回学術講演会（那覇市産業支援センター） 


